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  平成 29年 7月 5日 

平成 27 年国勢調査 

従業地・通学地による人口・就業状態等集計結果の概要 

総務省から、６月２８日（水）に公表された「平成 27年国勢調査 従業地・通学地

による人口・就業状態等集計結果」の本県分の概要については、次のとおりです。 

 
 

【今回のポイント】 
 

○通勤・通学者の特徴 

 

１ 他の市町村（他県含む）への通勤・通学者の割合は、舟橋村(72.8%)、立山町 

 (58.9%)、上市町(57.8%)の順に高く、富山市が 10.9%で最も低い。 

 

２ 通勤・通学による市町村間の流入・流出人口をみると、富山市は県内一円から、 

高岡市は呉西地区から流入 

 
○昼間人口と夜間人口 

 

１ 富山県の昼夜間人口比率は 99.8で、平成 22年（前回調査）と同じ。 

 

２ 流出人口・流入人口とも石川県が約６割を占める。  

 

３ 市町村別の昼夜間人口比率は、黒部市(108.0)、富山市(105.8)で高い。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

富山市 418,686 239,097 213,058 89.1% 26,039 10.9%
高岡市 172,125 95,350 65,003 68.2% 30,347 31.8%
魚津市 42,935 24,073 14,279 59.3% 9,794 40.7%
氷見市 47,992 25,655 15,257 59.5% 10,398 40.5%
滑川市 32,755 19,599 9,295 47.4% 10,304 52.6%
黒部市 40,991 23,336 15,981 68.5% 7,355 31.5%
砺波市 49,000 29,049 15,538 53.5% 13,511 46.5%

小矢部市 30,399 17,093 9,400 55.0% 7,693 45.0%
南砺市 51,327 28,317 19,258 68.0% 9,059 32.0%
射水市 92,308 54,468 30,128 55.3% 24,340 44.7%
舟橋村 2,982 1,998 543 27.2% 1,455 72.8%
上市町 20,930 11,639 4,909 42.2% 6,730 57.8%
立山町 26,317 15,156 6,234 41.1% 8,922 58.9%
入善町 25,335 14,199 7,390 52.0% 6,809 48.0%
朝日町 12,246 6,362 3,180 50.0% 3,182 50.0%
県計 1,066,328 605,391 429,453 70.9% 175,938 29.1%

※ 従業・通学先市町村不詳を含む。

同一市町村内で従業･通学
人口・割合

他市町村で従業･通学
人口・割合 ※

通勤・通学
人口

夜間(常住)
人口

（単位：人）

(単位：人)

年　次
夜間(常住)
人口　Ａ

他県への通
勤・通学者
(流出)Ｂ

他県からの
通勤・通学
者(流入)Ｃ

流出・流入
の差引

Ｄ(Ｃ－Ｂ)

昼間人口
Ｅ(Ａ＋Ｄ)

昼夜間
人口比率

Ｅ／Ａ×100

平成２７年 1,066,328 11,442 8,948 △ 2,494 1,063,834 99.8

平成２２年 1,093,247 8,300 6,376 △ 1,924 1,091,323 99.8

差引(H27－H22) △ 26,919 3,142 2,572 △ 570 △ 27,489 0.0

１ 通勤・通学者数 

他の市町村（他県含む）へ通勤・通学している者は、県全体では 29.1％であり、市

町村別にみると、舟橋村、立山町、上市町の順に高く、富山市が最も低い。（表１）  

 
表１ 通勤・通学者(自宅での従業者除く)の従業地・通学地(平成 27年) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 昼間人口 注１と夜間人口 注 2 

(１) 富山県の状況 

①昼間人口は夜間人口より 2,494人少ない。 

富山県の昼間人口は 1,063,834 人で夜間（常住）人口に比べて 2,494 人少なく、

昼夜間人口比率 注 3は平成 22年と同じく 99.8となった。平成 22年と比べると、常

住（夜間）人口が 26,919 人（△2.5％）減少したのに対し、昼間人口は 27,489 人

の減少（△2.5％）となっている。（表２） 
注１ 昼間人口：従業地・通学地による人口 買物などに伴う非定常な移動によるものは含まない。 
注２ 夜間（常住）人口：調査の時期に調査の地域に常住している人口 

※昼間人口＝夜間人口－流出人口 注４＋流入人口 注５ 

注３ 昼夜間人口比率：昼間人口／夜間人口×１００ 

注４ 流出人口：他地域への通勤・通学者数 
注５ 流入人口：他地域からの通勤・通学者数 

 

表２ 富山県の昼間人口、夜間(常住)人口及び昼夜間人口比率 
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通　勤 8,042 5,285 （65.7%) 7,764 4,641 （59.8%)
通　学 3,400 1,692 （49.8%) 1,184 481 （40.6%)

計 11,442 6,977 （61.0%) 8,948 5,122 （57.2%)

流　出 流　入
うち石川県 うち石川県

（単位：人）

区　分

（単位：人）

増加人口

Ｈ22～Ｈ27 増加人口 伸び率

富山市 418,686 △ 3,267 25,716 49,931 24,215 442,901 △ 5,768 △1.3%

高岡市 172,125 △ 3,936 30,159 30,103 △ 56 172,069 △ 6,231 △3.5%

魚津市 42,935 △ 2,024 9,750 9,195 △ 555 42,380 △ 2,862 △6.3%

氷見市 47,992 △ 3,734 10,333 3,260 △ 7,073 40,919 △ 3,574 △8.0%

滑川市 32,755 △ 921 10,277 8,227 △ 2,050 30,705 △ 735 △2.3%

黒部市 40,991 △ 861 7,327 10,621 3,294 44,285 205 0.5%

砺波市 49,000 △ 410 13,469 11,218 △ 2,251 46,749 △ 641 △1.4%

小矢部市 30,399 △ 1,668 7,674 7,059 △ 615 29,784 △ 610 △2.0%

南砺市 51,327 △ 3,397 9,029 7,996 △ 1,033 50,294 △ 2,802 △5.3%

射水市 92,308 △ 1,280 24,262 20,336 △ 3,926 88,382 △ 763 △0.9%

舟橋村 2,982 15 1,452 632 △ 820 2,162 △ 92 △4.1%

上市町 20,930 △ 1,035 6,694 4,237 △ 2,457 18,473 △ 802 △4.2%

立山町 26,317 △ 1,149 8,878 4,357 △ 4,521 21,796 △ 398 △1.8%

入善町 25,335 △ 1,847 6,805 3,568 △ 3,237 22,098 △ 1,599 △6.7%

朝日町 12,246 △ 1,405 3,176 1,767 △ 1,409 10,837 △ 817 △7.0%

Ｈ２２～Ｈ２７
夜間(常住)
人口　Ａ

他市町村から
の通勤・通学
者(流入)Ｃ

他市町村への
通勤・通学者

(流出)Ｂ

流出・流入
の差引

Ｄ(Ｃ－Ｂ)

昼間人口
Ｅ(Ａ＋Ｄ)

②流出人口・流入人口とも石川県が約６割を占める。 

流出・流入人口のうち「通勤」が流出では約７割、流入では約９割を占める。 

流出先は石川県（富山県に住み石川県に通勤・通学している者）が約６割、流入

元についても石川県（石川県に住み富山県に通勤・通学している者）が約６割を占

めている。（表３） 

 
表３ 流出・流入人口の内訳(平成 27年) 

 
 
 
 
 
 
 
(２) 市町村の状況 

①昼間人口は、黒部市のみで増加、他の１４市町村で減少 

昼間人口を平成 22年と比べると、増加したのは、黒部市（205人、0.5％）のみ

で、他の 14 市町村では減少した。減少人口が最も大きかったのは高岡市で 6,231

人（3.5％）、次いで富山市が 5,768人（1.3%）となっている。（表４） 
 

表４ 市町村別昼間人口及び夜間(常住)人口(平成 27年) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4 

計 通勤 通学 計 通勤 通学

富山市 3,668 3,436 232

高岡市 7,685 6,870 815

魚津市 2,569 2,242 327 69 54 15

氷見市 1,029 892 137 6,668 6,053 615

滑川市 5,132 4,656 476 91 80 11

黒部市 1,489 1,163 326 42 28 14

砺波市 1,939 1,745 194 4,121 3,694 427

小矢部市 795 711 84 2,359 2,128 231

南砺市 1,102 947 155 1,889 1,555 334

射水市 11,265 10,168 1,097 9,582 8,490 1,092

舟橋村 951 846 105 17 16 1

上市町 3,962 3,577 385 69 61 8

立山町 6,588 5,989 599 104 93 11

入善町 852 617 235 23 16 7

朝日町 339 273 66 8 8 0

県内計 45,697 40,696 5,001 28,710 25,712 2,998

他県 3,921 3,057 864 1,315 1,210 105

合計 49,618 43,753 5,865 30,025 26,922 3,103

富山市への流入 高岡市への流入
常住地

（単位：人）

H27 H22 H27-H22
富山市 105.8 106.3 △ 0.5
高岡市 100.0 101.3 △ 1.3
魚津市 98.7 100.6 △ 1.9
氷見市 85.3 86.0 △ 0.7
滑川市 93.7 93.4 0.3
黒部市 108.0 105.3 2.7
砺波市 95.4 95.9 △ 0.5

小矢部市 98.0 94.8 3.2
南砺市 98.0 97.0 1.0
射水市 95.7 95.3 0.4
舟橋村 72.5 76.0 △ 3.5
上市町 88.3 87.8 0.5
立山町 82.8 80.8 2.0
入善町 87.2 87.2 0.0
朝日町 88.5 85.4 3.1

表５　市町村別昼夜間人口比率②昼夜間人口比率が最も高いのは黒部市、 

最も低いのは舟橋村 

    昼夜間人口比率を市町村別にみると、 

黒部市が 108.0と最も高く、次いで、富 

山市が 105.8、高岡市が 100.0 などと  

なっている。 

 一方、舟橋村が 72.5と最も低く、次 

いで、立山町が 82.8、氷見市が 85.3な 

どとなっている。 

平成 22年と比べると、増加したのは、 

小矢部市(3.2ポイント)、朝日町(3.1ポ 

イント)、黒部市(2.7 ポイント)の順と   

なっている。 

また、減少したのは、舟橋村(3.5ポイ 

ント)、魚津市(1.9 ポイント)、高岡市   

(1.3ポイント)の順となっている｡(表５)     
 
 

③富山市は県内一円から、高岡市は呉西地区から流入 

    富山市と高岡市について、流入人口（15歳以上）を常住地別にみると、富山市は 

県内一円から流入しており、一方、高岡市は呉西地区からの流入が８割以上となっ 

ている。（表６） 

 

表６ 富山市、高岡市への流入人口(15 歳以上)の常住地別内訳(平成 27年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※県内１５市町村間の流入・流出については付表参照                                                  



付表　通勤・通学による市町村間の流入・流出人口（１５歳以上） (平成２７年）

　常住地（表側）の市町村から従業地・通学地（表頭）の市町村へ通勤・通学したことを表している。

　例１：富山市には、通勤・通学のために高岡市から7,685人、魚津市から2,569人・・・・・金沢市の1,076人を含む他県から3,921人流入した。

　例２：富山市から、通勤・通学のために高岡市へ3,668人、魚津市へ1,642人・・・・・金沢市の1,222人を含む他県へ3,513人流出した。

　　　  従業地・通学地
 

常住地
富山市 高岡市 魚津市 氷見市 滑川市 黒部市 砺波市 小矢部市 南砺市 射水市 舟橋村 上市町 立山町 入善町  朝日町 県内計 他県計

富山市 3,668 1,642 158 3,124 954 914 199 413 5,984 259 1,800 2,846 162 42 22,165 3,513 金沢市 1,222

高岡市 7,685 79 2,222 91 44 3,697 2,518 1,414 9,892 8 24 52 7 3 27,736 2,301 金沢市 1,265

魚津市 2,569 69 0 2,044 3,547 15 2 6 92 24 271 123 549 174 9,485 223 金沢市 52

氷見市 1,029 6,668 13 20 3 209 260 157 1,439 1 3 8 2 0 9,812 498 金沢市 203

滑川市 5,132 91 2,139 2 924 15 8 9 172 65 967 317 135 27 10,003 227 金沢市 66

黒部市 1,489 42 2,740 1 757 8 1 3 70 3 91 63 1,435 410 7,113 200 金沢市 36

砺波市 1,939 4,121 22 81 17 17 1,654 3,810 951 0 8 10 0 2 12,632 792 金沢市 413

小矢部市 795 2,359 12 77 3 5 1,618 1,191 349 0 3 10 3 0 6,425 1,227 金沢市 796

南砺市 1,102 1,889 5 36 6 11 3,389 1,340 370 0 6 5 0 0 8,159 859 金沢市 567

射水市 11,265 9,582 83 390 165 43 821 312 376 6 60 69 6 1 23,179 958 金沢市 442

舟橋村 951 17 34 1 91 18 5 0 2 39 143 118 1 1 1,421 25 金沢市 12

上市町 3,962 69 404 0 1,021 136 18 5 5 127 130 596 38 2 6,513 135 金沢市 45

立山町 6,588 104 215 2 490 104 24 5 14 160 121 785 18 2 8,632 207 金沢市 68

入善町 852 23 1,080 1 232 3,330 2 1 3 43 1 41 22 998 6,629 157 糸魚川市 37

朝日町 339 8 399 0 80 1,153 1 0 2 12 0 12 11 1,052 3,069 99 糸魚川市 43

県内計 45,697 28,710 8,867 2,971 8,141 10,289 10,736 6,305 7,405 19,700 618 4,214 4,250 3,408 1,662

他県計 3,921 1,315 325 283 72 276 469 748 546 596 13 17 97 159 92

金沢市 金沢市 糸魚川市 七尾市 金沢市 糸魚川市 金沢市 金沢市 金沢市 金沢市
糸魚川市

ほか12
糸魚川市

越前市
大町市 糸魚川市 糸魚川市

1,076 485 42 103 9 85 180 312 278 133 1 2 17 92 62

他県で最も多い
市町村・流入人口

他県で最も多い
市町村・流出人口

（単位：人）
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